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安全な暮らしを考える防災教育の開発
一 「身近な地域調査」を事例として一

永田 成 文 。中山 映 美 ・郵

The Developrnent of Disaster Prevention Education Based on Safe Life:

The Case of the "Farniliar Area Surveyt'

Shigefurni NacnrL, Erni Nl. aynul and Yu Qtu

中学校学習指導要領社会科地理的分野は、中項目 「身近な地域」が設定され、身近な地域に対する理解と関

心を深め、地理的な見方や考え方を身に付けさせることをねらいとしている。

本稿では、中学校社会科地理的分野の中項目 「身近な地域」における現状をのりこえる実践として防災教育

に着目し、身近な地域の安全な暮らしを考える地域調査学習を開発し、実際に実践した。身近な地域に切実な

自然災害を探究することにより、生徒は身近な地域の土地の特色を認識し、自然災害についての危険予知に関

心を高めるとともに、安全な暮らしについて、地域に応じた対策を考えるようになった。

I.中 学校社会科地理的分野 「身近な地域」における現状 と課題

平成 H年 度版学習指導要領の中学校社会科地理的分野では、大項目 「地域の規模に応 じた調査」が

設定され、地域調査による地誌学習が内容の中心にすえられることになった
つ
。この大項目では、地域

調査を生徒自らが実際に行うことを通して、地域の規模に応じた調べ方や学び方を身に付けさせること

を主なねらいとしている。中項目 「身近な地域」は、地理的事象を見いだし、事象間の関連の発展過程

を体験 し、地理的な追究の面白さを実感させる体験的、作業的な学習を通して、生徒が生活している地

域に関する理解と関心を深めさせ、その発展に努力しようとする態度を育てることと、地理的な見方や

考え方の基礎を培うことの 2つ がねらいとされている
"。また、生徒が実際に生活しており、生徒が直

接調査することが可能な地域であるため、生徒の地理的な見方や考え方を育成し、地域の特色をとらえ

る視点や方法を身に付けさせる方法知の習得が重視され、習得した調べ方や学び方を中項目 「都道府県」

や 「世界の国々」へ転移させていくことが期待されている。しかし、一般的に、①生徒に身近な地域を

調査する意識づけが十分にできていない、②生徒に身近な地域の何を認識させたいのかが明確になって

いない、③生徒に身近な地域の暮らしについて考えていこうとする態度が十分に育成されていない、と

いった現状を指摘することができる。

では、生徒の地理的な見方や考え方を育成すると同時に、生徒が主体的に参加し、地理的認識を深めヽ

身近な地域の暮らしについて考えていく学習となるためにはどうすればよいだろうか。身近な地域を学

習する明確な目標を示し、適切な課題を設け、生徒がそれを追究することにより地理的認識を深め、そ

れに基づいて身近な地域の暮らしについて考えさせるような学習となる必要がある。
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